
束
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
大
会

厚
生
労
働
大
臣
杯
争
奪

第
　
　
　
６２
　
　
　
回

全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
報
告
書

男
子
第

一
部
は
旭
化
成
Ａ
が

５
年
ぶ
り
１３
度
目
の
優
勝

女
子
第

一
部
は
コ
マ
ツ
が

２
年
ぶ
り
９
度
目
の
優
勝
を
達
成

満
々
た
る
水
量
を
湛
え
る
北
上
川
流
域
の
美

し
い
田
園
都
市
、
岩
手
県
北
上
市
に
於
い
て
６

月
２
日
（土
）
、
３
日
（日
）
の
両
日
、
東
日
本
大

震
災
復
興
祈
念

「厚
生
労
働
大
臣
杯
争
奪

第
６２

回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
前
回
よ
り
９
チ
ー
ム
増
加
の

１
０
６
。
今
夏
開
催
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
代
表
選
手
も
多
数
参
加
し
、
６
試
合
場

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
熱
い
戦
い
に
チ
ー
ム
の
応

援
団
、
地
元
の
観
客
等
の
歓
声
が
岩
手
県
北
上

総
合
体
育
館
内
に
響
き
渡

っ
た
。
岩
手
県
で
は

村井 温副会長

上村春樹全柔連会長

平
成
４
年
以
来
２０
年
ぶ
り
３
度
目
の
開
催
で
あ
る
。

開
会
式
で
は
年
間
最
優
秀
選
手

の
表
彰
が
あ

っ
た
。
男
子
選
手
に
贈
ら
れ
る
永
野
重
雄
賞
は
該

当
者
無
し
。
女
子
選
手

へ
の
宮
崎

輝
賞
は
、
昨

年
８
月
の
世
界
選
手
権
パ
リ
大
会
優
勝
、

１２
月

の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
大
会
優
勝
の
浅
見
人

瑠
奈
選
手
（
コ
マ
ツ
）
が
受
賞
し
た
。

大
会
初
日
は
男
子
第
三
部
と
女
子
第

一
部
の

試
合
が
行
わ
れ
た
。
男
子
第
三
部
決
勝
は
東
北
６

県
特
別
参
加
枠

の
地
元
岩
手
県
勢
の
対
戦
と
な

っ
た
。
共
に
強
豪
と
の
接
戦
を
勝
ち
抜

い
て
勝

ち
上
が

っ
た
両
チ
ー
ム
で
あ
る
が
、
重
量
級
の

比
率

の
高

い
岩
手
県
警
察
が
盛
岡
少
年
刑
務
所

を
３
対
１
で
降
し
優
勝
を
遂
げ
た
。

３
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
た
女

子
第

一
部
は
、

コ
マ
ツ
、
三
井
住
友
海
上
火
災

保
険
共
に
、

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
代
表
選

手
を
温
存
し
て
試
合
に
臨
ん
だ
。
結
果
、
選
手

層
の
厚

い
コ
マ
ツ
が
、
自
衛
隊
体
育
学
校
、
三

井
住
友
海
上
火
災
保
険
を
大
差
で
退
け
て
王
座

を
奪
遠
、
２
年
ぶ
り
９
度
目
の
優
勝
を
達
成
し
た
。

準
優
勝
は
昨
年
の
覇
者
自
衛
隊
体
育
学
校
。

大
会
二
日
目
は
、
男
子
第

一
部
、
同
第
二
部

と
女
子
第
二
部
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。
男
子
第

一
部
は
暫
し
優
勝
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
い
た
旭
化

成
Ａ
が
、
強
豪
日
本
中
央
競
馬
会
と
の
準
決
勝

戦
を
、
中
堅
戦
で
の
勝
利
確
定
と

い
う
ワ
ン
サ

イ
ド
ゲ
ー
ム
で
降
し
て
勢

い
に
乗
り
、
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ー
０
０
ｋｇ
超
級
代
表
の
上
川

を
擁
す
る
京
葉
ガ
ス
と
の
決
勝
戦
で
は
、
新
人

選
手
の
大
活
躍
で
５
年
ぶ
り
、
涙
の
Ｖ
ｌ３
ｏ

男
子
第
二
部
は
、
昨
年
男
子
第

一
部
か
ら
降
格

し
た
九
州
電
力
と
東
レ
滋
賀
が
地
力
を
発
揮
し

て
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
た
。
決
勝
戦
で
は
、
九
州

電
力
が
こ
の
５
月
の
選
抜
体
重
別
選
手
権
大
会

高橋敏彦北上市長

開 会 式

１
０
０
唯
超
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
七
戸
の
大
活
躍

で
、
東
レ
滋
賀
を
振
り
切

っ
て
初
優
勝
し
、
第

一
部
復
帰
に
花
を
添
え
た
。
準
優
勝
の
東
レ
滋

賀
に
加
え
、
準
決
勝
進
出
の
高
宮
接
骨
院
と
パ

ー
ク
２４
の
４
チ
ー
ム
が
来
年

の
第

一
部
出
場
権

を
獲
得
し
た
。
パ
ー
ク
２４
は
出
場
３
回
目
に
し

て
第

一
部
昇
格
と
い
う
破
格
の
躍
進
で
あ
る
。

女
子
第
二
部
は
日
本

エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
と
今

年
創
部
の
Ｊ
Ｒ
九
州
と
の
決
勝
戦
に
な
り
、
日

本

エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
の
石
川
選
手
が
パ
ワ
ー
を

発
揮
し
、
自
軍
に
嬉
し
い
初
優
勝
を
も
た
ら
し
た
。

尚
、
来
年
度

の
第
６３
回
大
会
は
、
６
月
１５
日

（
土

）
、

１６

日

（
日

）

の

２

日

間

、

岡

山

市

の

桃

大

郎
ア
リ
ー
ナ
に
於
い
て
挙
行
さ
れ
る
。



旭
化
成
Ａ
５
年
ぶ
り
１３
度
目
の
優
勝

９０
ｋｇ
級
吉
田
が
大
将
戦
で
上
川
を
一

本
勝
で
破
り
、
優
勝
に
花
を
添
え
る

決
勝
戦
は
、
４
年
ぶ
り
に
決
勝
戦
へ
進
出
し
た

旭
化
成
Ａ
と
、
実
に
１８
年
ぶ
り
進
出
の
京
棄
ガ
ス

と
の
戦
い
、
共
に
久
し
ぶ
り
の
優
勝
を
争
う
両
雄
に

よ
る
興
味
深
い
一
戦
。
旭
化
成
Ａ
は
６
τ
フ
ン
と
新

鋭
を
巧
み
に
配
し
た
布
陣
で
、
順
調
に
勝
ち
上
が
る
。

一
方
の
京
葉
ガ
ス
は
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
代
表
の
上
川
を

２
回
戦
か
ら
起
用
。
そ
の
上
川
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
と
の

準
決
勝
戦
に
お
い
て
、
代
表
戦
で
生
田
を

一
蹴
、
オ

リ
ン
ピ
ツ
ク
代
表
の
実
力
を
見
せ
て
チ
ー
ム
を
決
勝

戦
に
導
く
。

尚
、
試
合
時
間
は
男
女
と
も
第

一
部
は
５
分
。
（そ

の
他
の
部
は
４
分
間
。）

副将戦  ○高井 技有 花本

先
鋒
戦
は
、
共
に
左
組
み
な
が
ら
、
長
身
の
増

測
が
左
奥
襟
を
狙
う
が
容
易
に
果
た
せ
ず
、
不
十

分
な
体
勢
か
ら
得
意
の
内
股
、
払
腰
を
仕
掛
け
る
。

増
測
の
主
導
を
嫌
う
手
塚
は
、
組
み
際
の
左
払
巻

込
で
属
面
打
開
に
努
め
る
。
一
進
一
退
の
攻
防
も
中

盤
に
差
し
掛
か
る
１
分
５５
秒
に
は
、
手
数
の
少
な
い

手
塚
に
指
導
ｌ
。
そ
の
後
、
増
測
の
内
左
股
、
左

払
腰
も
空
回
り
に
終
わ
り
、
手
塚
の
技
も
効
果
少

な
く
時
間
と
な
り
引
分
。

次
鋒
戦
。
京
葉
ガ
ス
須
藤
は
右
組
み
、
旭
化
成

Ａ
西
潟
が
左
組
み
の
ケ
ン
カ
組
手
。
上
背
で
勝
る
西

潟
は
臭
襟
を
押
さ
え
徐
々
に
圧
力
を
掛
け
る
。
守

勢
に
回
っ
た
須
藤
に
１
分
３０
秒
に
一
つ
目
の
指
導
。

中
盤
、
須
藤
得
意
の
低
い
右
背
負
投
を
西
潟
は
よ

く
防
ぐ
。
そ
の
後
、
西
潟
の
左
内
股
は
惜
し
く
も

場
外
。
終
盤
に
差
し
掛
か
る
３
分
１９
秒
に
は
、
須

藤
の
低
い
右
背
負
投
が
す
っ
ぽ
抜
け
て
、
偽
装
攻

撃
で
二
つ
目
の
指
導
と
な
る
。
ポ
イ
ン
ト
を
リ
ー
ド

し
た
西
潟
は
勢
い
を
増
し
て
攻
め
続
け
、
４
分
に

指
導
３
を
奪
う
。
猶
も
西
潟
は
前
に
出
て
、
場
外

に
下
が
っ
た
須
藤
に
場
外
注
意
。
終
了
間
際
、
遂

に
指
導
４
と
な
り
須
藤
が
反
則
負
を
喫
す
。

中
堅
戦
は
、
新
人
同
士
、
共
に
同
じ
学
窓
を
巣

立
っ
た
同
級
生
の
対
戦
。
寺
島
は
組
み
際
、
カ
ウ
ン

タ
ー
狙
い
の
右
背
負
投
、
右
内
股
を
仕
掛
け
る
が
、

体
格
に
優
る
百
瀬
は
動
じ
ず
、
徐
々
に
圧
力
を
掛

け
て
前
に
出
る
。
そ
れ
に
屈
し
て
後
ろ
に
下
が
る
寺

島
に
２
分
丁
度
に
指
導
ｌ
。
百
瀬
は
手
数
で
寺
島

に
劣
る
も
の
の
終
始
圧
力
を
掛
け
続
け
、
３
分
７

秒
に
指
導
２
、４
分
３８
秒
に
は
寺
島
の
偽
装
攻
撃
に

よ
り
指
導
３
ま
で
奪
い
、
そ
の
ま
ま
時
間
。
旭
化

成
Ａ
が
５
年
ぶ
り
の
優
跡
に
王
手
を
掛
け
る
。

副
将
戦
。
挽
回
を
期
す
京
葉
ガ
ス
の
中
量
級
花

本
は
、
巨
漠
旭
化
成
Ａ
高
井
に
対
し
て
激
し
く
動
き
、

高
井
を
攪
乱
す
る
。
歴
戦
の
ざ
ｒ
フ
ン
高
井
は
、
こ

れ
を
冷
静
に
組
み
止
め
、

５３
秒
に
左
大
内
刈
か
ら

押
し
込
ん
で
、
得
意
の
左
ケ
ン
ケ
ン
内
股
で
有
効
を

奪
う
。
高
井
は
勢
い
に
乗
っ
て
攻
勢
を
続
け
、
守

勢
と
な
っ
た
花
本
に
１
分
１６
秒
に
指
導
１
。
そ
の
後
、

花
本
は
幾
度
も
得
意
の
低
い
右
背
負
投
で
高
井
の

股
に
も
ぐ
り
込
む
も
、
高
井
は
こ
れ
を
よ
く
受
け

切
る
。
一方
、
高
井
は
内
股
で
幾
度
も
花
本
を
腹
這

い
に
さ
せ
る
が
、
こ
ち
ら
も
効
果
無
し
。
終
盤
、
両

者
に
激
し
い
攻
防
が
あ
り
、
花
本
の
右
小
外
刈
を

高
井
が
左
内
股
で
切
り
返
し
て
４
分
１６
秒
に
技
有

を
奪
う
。
決
勝
点
と
も
で
え
る
貴
重
な
ポ
イ
ン
ト

を
奪
っ
た
高
井
は
、
そ
の
後
の
花
本
の
低
い
背
負
投

の
猛
攻
に
ぐ
ら
つ
く
も
よ
く
防
い
で
試
合
終
了
。
旭

化
成
Ａ
の
５
年
ぶ
り
の
優
勝
決
定
。

大
将
戦
。
勝
敗
は
既
に
決
す
る
も
、
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
ー
０
０
ｋｇ
超
級
代
表
の
京
葉
ガ
ス

上
川
対
旭
化
成
Ａ
期
待
の
９０
地
級
吉
田
の
新
人
同

士
の
興
味
深
い
対
戦
。
共
に
右
組
み
。
吉
田
は
開

始
よ
り
上
川
の
得
意
の
組
手
を
許
さ
ず
技
を
封
じ

る
。
開
始
４８
秒
に
は
吉
田
が
寝
技
で
抑
え
込
み
の

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
が
、
上
川
は
伏
せ
て
辛
く

も
危
地
を
脱
す
る
。
試
合
は
吉
田
の
ペ
ー
ス
で
展
開

し
、
２
分
１４
秒
に
は
、
釣
手
を
封
じ
ら
れ
技
を
仕

掛
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
上
川
に
指
導
１
。
そ
の
後

も
上
川
は
得
意
の
組
手
を
得
ら
れ
ず
時
間
が
経
過
。

そ
し
て
、
吉
田
の
ペ
ー
ス
で
迎
え
た
３
分
５
秒
、
吉

田
が
棒
立
ち
然
の
上
川
の
一
瞬
の
隙
を
逃
さ
ず
、
場

外
際
か
ら
低
く
港
り
込
む
よ
う
な
体
落
に
入
れ
ば
、

上
川
は
吉
田
の
背
中
越
し
に
く
る
り
と
回
っ
て
一
回

転
。
旭
化
成
Ａ
の
５
年
ぶ
り
の
優
勝
に
花
を
添
え

る
吉
田
の
見
事
な
一
本
勝
。

■
優
勝
コ
メ
ン
ト旭

化
成
監
督

齋

藤

制

剛

第
６２
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
に
終

き
ま
し
て
５
年
振
り
に
優
勝
で
き
た
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
団
体
日
本

一
を
目
標
に
選
手
強
化
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
準
決
勝
の
壁
を

破
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
変
苦
し
い
日
々
が
続
い
て

お
り
ま
し
た
。

選
手

一
人

一
人
が
悔
し
く
、
苦
し
い
思
い
を
胸
に

刻
み
、
稽
古
に
励
ん
で
き
た
こ
と
が
試
合
で
爆
発
し

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

思
う
よ
う
な
結
果
を
出
せ
な
い
な
か
で
も
、
強
化

を
さ
せ
て
頂
い
た
会
社
の
理
解
や
、
日
頃
よ
り
選
手

を
応
援
し
て
頂
き
、
当
日
も
遠
く
岩
手
ま
で
駆
け
付

け
て
頂
い
た
職
場
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て

達
成
で
き
た
結
果
だ
と
切
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
大
会
の
優
勝
を
自
信

に
変
え
、
更
な
る
飛
躍
が
で
き
る
よ
う
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

男子第一部優勝 旭化成 Aチーム



男子第一部成績表

優 勝 氾 化 成 A
準優勝 京 葉 ガ ス

第 3位 日本中央競馬会

第 3位 ALSOK

新日本製鐵 1 7 日本中央競馬会

京 葉 ガ ス 2

2代 1

旭
化
成
A

8日 本 通 運

東 芝 B3 9ダ イ コ ロ

旭 イヒ成 B4 10旭 化 成 A

ALSOK 5 11東 芝 A

東 洋 水 産 6 12セ ン コ ー

第 1試合

京 葉 ガ ス

手 塚 龍 大 3段

○上 サ|1大 樹 4段

林  立 峰 4段

須 藤 紘 司 4段

○花 本 隆 司 3段

○上 ナ
「1大 樹 4段

第 2試合

日本 中央競馬会

山 本 宜 秀 3段

池 田 賢 生 2段

片 渕 慎 弥 4段

○石 井 竜 太 3段

佐 藤 充 弘 4段

京 葉 ガ ス

手 塚 龍 大 3段

須 藤 紘 司 4段

寺 島 克 興 4段

花 本 隆 司 3段

上 川 大 樹 4段

〔準 決 勝】

2代-2ALSOK
指 導 2 小 林 大 輔 4段○

大 外 刈 法 兼  真 5段

内  股 生 田 秀 和 6段○

―
今 井 敏 博 4段

有  効 熊 代 佑 輔 3段

払  腰 生 田 秀 禾日 6段
(代表戦 )

13旭 化 成 A

負 傷 勝 吉 田 優 也 3段○

技  有 百 瀬  優 3段○

隅  落 西 潟 健 太 3段○

大 外 刈 大 鋸  新 5段

―
高 井 洋 平 4段

【決   勝】

O-4 旭  化 成  A

―
増 四 4段

反 貝U勝 西 潟 健 太 3段○

指 導 3 百 瀬  優 3段○

技  有 高 井 洋 平 4段○

背 負 投 吉 田 優 也 3段○
東芝 B、 旭イヒ成B、 日本通運、東芝Aの 4チームは

次年度第二部に降格する

平成23年度 年間最優秀選手

〔永野重雄賞〕

該当者なし

(宮崎 輝賞〕

浅見人瑠奈 (コ マ ツ)

〔功労賞〕15回出場

戸 澤 敏 之 (ミ ナ ミ)

織 茂 道 夫 (東京消防庁)

尾 本 裕 也 (九 州 電 力)

［男
子
］

第

一
部

西

潟

健

太

吉

田

優

也

花

本

隆

司

生

田

秀

和

石

井

竜

太

第
二
部
　
七

戸

　

龍

川
波
慎
太
郎

青

木

和

明

朝
比
奈
竜
太
郎

延

城

啓

和

第
二
部

西

城

友

幸

橋

本

憲

宗

三

浦

哲

也

山石
井

　

学

手

島

尚

宏

（旭
化
成
Ａ
）

（旭
化
成
Ａ
）

（京
葉
ガ
ス
）

（Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

（日
本
中
央
競
馬
会
）

（九
州
電
力
）

（九
州
電
力
）

（東
レ
滋
賀
）

（高
宮
接
骨
院
）

（パ
‐
ク
２４
）

（岩
手
県
警
察
）

（岩
手
県
警
察
）

（盛
岡
少
年
刑
務
所
）

（ア
ー
バ
ン
セ
キ
ュリ
テ
ィ
）

（セ
ン
コ
ー
）

［女
子
］

第

一
部

第
二
部

谷

本

育

実

大

野

陽

子

平

井

　

希

石
川
笑
美
子

広

村

麻

衣

野

関

晴

菜

（
コ

マ

ツ
）

（
コ

マ

ツ
）

（自
衛
隊
体
育
学
校
）

（日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
）

（日
本
工
‐
ス
サ
ポ
ー
ト
）

（Ｊ
Ｒ
九
州
）



九
州
電
力
が
七
戸
の
活
躍
で
危
な
げ
な
く

勝
ち
進
み
、
堂
々
の
初
優
勝

本
大
会
出
場
３
回
目
の
パ
ー
ク
２４
は

第
３
位
入
賞
で
第

一
部
昇
格
を
果
た
す

パ
ー
ク
２４
を
代
表
戦
に
よ
る
接
戦
を
制
し
て
決
勝

戦
進
出
し
た
東
レ
滋
賀
と
今
年
の
選
抜
体
重
別
選

手
権
大
会
１
０
０
唯
超
級
優
勝
の
七
戸
の
大
車
輪

の
活

躍
で
危
な
げ
な
く
準
決
勝
戦
に
勝
ち
上
が
っ

た
九
州
電
力
と
の
決
勝
戦
。

共
に
西
日
本
勢
同
士
、

一伝
統
を
誇
る
両
チ
ー
ム
に
よ
る
一戦
。

先
鋒
戦
は
、
暫
し
共
に
組
み
合
わ
な
い
時
を
経
る

こ
と
開
始
３２
秒
、
体
重
で
劣
る
九
州
電
力
近
藤
は
右

組
み
で
東
レ
滋
賀
河
井
を
組
み
止
め
る
や
、
身
体
を

沈
め
て
右
背
負
投
で
河
井
を
担
げ
ば
、
河
井
は
た
ま

ら
ず
背
中
か
ら
一回
転
し
て
畳
に
落

下
。

近
藤
の
電

光
石
火
の
早
業
で
九
州
電
力
が
幸
先
良
く
先
制
す
る
。

次
鋒
戦
。
準
決
勝
戦
ま
で
の
３
試
合
を
全
て
異
な

る
技
に
よ
る
一本
勝
の
九
州
電
力
七
戸
が
ほ
ぼ
同
じ

体
型
の
東
レ
滋
賀
角
と
対
戦
。

角
左
組
み
、
七
戸

右
の
ケ
ン
カ
組
手
の
両
者
は
、
互
い
に
自
分
の
有
利
な

組
手
に
拘
る
。

し
か
し
、
徐
々
に
七
戸
の
圧
力
が
勝

り
始
め
た
１
分
１５
秒
、
組
み
合
わ
な
い
角
に
指
導
１

が
与
え
ら
れ
る
。

ほ
ど
な
く
、
左
引
手
を
し
っ
か
り

握
っ
た
七
戸
が
場
外
際
で
い
っ
た
ん
技
に
入
る
動
作
で

角
を
揺
さ
ぶ
っ
て
後
、
長
い
足
を
角
の
股
下
に
差
し
入

れ
て
大
き
く
眺
ね
上
げ
る
。
角
は
左
足
を
上
げ
て
こ

れ
を
か
わ
そ
う
と
す
る
も
、
七
戸
の
引
手
強
く
、
そ

の
ま
ま
引
き
付
け
ら
れ
て
大
き
く
転
が
る
。
九
州
電

力
が
連
続
一本
勝
で
優
勝
に
王
手
を
掛
け
る
。

中
堅
戦
は
、
右
組
み
同
士
。

準
決
勝
戦
に
お
け

る
パ
ー
ク
２４
と
の
代
表
戦
で
勝
利
を
収
め
、
決
勝
戦

進
出
の
立
役
者
と
な
っ
た
東
レ
滋
賀
の
新
人
青
木
は
、

自
護
体
か
ら
右
払
巻
込
、
左
巻
込
小
内
刈
を
仕
掛

け
る
。

こ
れ
を
準
決
勝
戦
か
ら
出
場
し
、
ス
タ
ミ
ナ

十
分
の
九
州
電
力
山
本
は
難
な
く
か
わ
す
。

山
本

は
何
と
か
得
意
の
背
負

投
の
機
会
を
得
よ
う
と
足

技
で
青
木
を
揺
さ
ぶ
る
が
、
重
心
の
低
い
青
木
に
じ

っ
く
り
構
え
ら
れ
、
そ
れ
を
果
た
せ
ず
。

大
に
決

め
手
無
く
時
間
が
経
過
し
引
分
。

副
将
戦
は
、
こ
こ
ま
で
勝
ち
点
を
積
み
重
ね
て
来

た
東
レ
滋
賀
黒
澤
と
九
州
電
力
川
波
の
比
較
的
軽
い

ク
ラ
ス
の
対
戦
。
左
組
み
の
両
者
は
、
自
分
の
組
手

を
求
め
て
共
に
激
し
い
動
き
を
見
せ
る
。

両
者
時
間

一杯
激
し
く
動
き
回
る
も
技
の
仕
掛
け
は
散
発
。

そ

の
ま
ま
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
、
九
州
電
力
の
第
一
一部
初
優

勝
が
確
定
す
る
。

大
将
戦
。
東
レ
滋
賀
の
新
人
、
巨
漠
の
増
子
が
一

矢
報
い
ん
と
九
州
電
力
の
ど
ど
フ
ン
森
に
挑
む
。

左

組
み
同
士
で
あ
る
も
、

１３
ｃｍ
の
身
長
差
を
利
し
て
増

子
は
森
の
奥
襟
を
狙
う
と
、
森
は
こ
れ
を
嫌
い
巧
み

に
振
り
ほ
ど
く
。

攻
撃
の
止
ん
だ
両
者
に
指
導

１

が
与
え
ら
れ
て
ほ
ど
な
く
、
増

子
は
森

の
左
前
襟

を
右
引
手
で
掴
ん
だ
姿
勢
か
ら
、
右
に
大
き
く
回

り
込
む
と
同
時
に
、
左
釣
手
を
森

の
頭
越
し
に
回

し
、
森

の
左
肩
辺
り
を
掴
む
や
否
や
左
足
を
飛
ば

し
て
払
腰
か
ら
巻
込
め
ば
、
１
分
４５
秒
、
森
は
た
ま

ら
ず
も
ん
ど
り
う
つ
て
大
き
く
畳
に
落
ち
る
。
増
子
、

豪
快
な
一本
勝
で
一矢
を
報
い
る
。

■
優
勝

コ
メ
ン
ト

九
州
電
力
監
督

江

上

忠

孝

本
年
１
月
よ
り
監
督
に
就
任
し
、
「
今
年
は
、
結

果
に
拘
ろ
う
」

と
部
員
一同
、
「
思
い
を
ひ
と
つ
」
に

仕
事
と
柔
道

の
両
立
を
図
り
な
が
ら
厳
し
い
練

習

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
大
会
で
は
入
社
２
年
目
の
主
戸

龍

（
平
成

２４
年
度
全

日
本
選
抜

優
勝
）

の
活

躍
も

あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
４
名

の
選
手
た
ち
も
、
全

員
が
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
に
行
く
積
極
的
な
柔
道
を

展
開
し
、
創
部
以
来
２
度

目
の

一部
優
勝
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
年
度
は
、
当
部
の
目
標
で
あ
る

「
一部
ペ
ス
ト

４
以
上
」

を
目
指
す
こ
と
と
、
個
人
と
し
て
は
柔

道
を
通
じ
て
自
己
研
鑽
に
励
み
、
そ
の
中
で
得
た
も

の
を
世
の
中
に
役
立
た
せ
る
と
で
ユ
局
い
志
を
持
ち
、

更
な
る
努
力
を
積
み
重
ね
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
日
頃
か
ら
当
社

柔
道
部
を
応
援
い
た

だ
い
て
い
る
、
職
場
、
後
援
会
、
Ｏ
Ｂ
、
そ
し
て
地

元
九
州
の
皆
さ
ま
方
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
、
益
々
の
ず
」支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〔決   勝】

東 レ 滋 賀 1-2九 州 電 力

河 井 修 二 3 Bt 背 負 投 近 藤 雅 和 3段○

角  明 典 3段  内  股 七 戸  龍 3段○

青 木 和 明 3段

―

山 本 泰 三 3段

黒 澤  平 3段
―

川波慎太郎 5段

○増 子 洋 平 3段  払 巻 込 森  俊 介 3段

男 子 第 二 部 成 績 表

優 勝 九 かH電 力  第 3位 高 宮 接 骨 院

準優勝  東  レ 滋  賀   第 3位 パ  ー ク 24
以上 の 4チーム は次年度 第 一部 に昇 格 す る

13ま る や 接 骨 院

14ト コ タ 自動 車

15 」AKE JAPAN

16高 宮 接 骨 院

17 MMGミ ヤザワメディカル例レーブ

キケン
18=■箸き釜謝亜にと栃患勝手

19九  州 電 力

20 北関東綜合警備保障

21三 菱 化 学 物 流

22三菱重工名古屋

23 日本エースサポート

24日 本 通 運

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

東  レ 滋 賀

口紅 サ  ビス

東 京 消 防 庁

戸 高 鉱 業 社

月 形 刑 務 所

ひらた整骨院クラブ

十全会型明病院

近 畿 通 関

K,K spOrts

パ ー ク 24

自衛隊体育学校

豊 田 自動 織 機

男子第二部優勝 九州電カチーム



頑
張
れ
東
北
！
　
岩
手
県
勢
同
士
が

堂
々
決
勝
戦
で
対
戦

体
格
で
勝
る
岩
手
県
警
察
が

盛
岡
少
年
刑
務
所
を
降
し
て
優
勝

５‐
チ

ー

ム
で

の
優

勝
争

い
。
地

元
特

別
参

加

の

岩

手

県

勢

が

実

業

柔

道

の
強

豪

チ

ー

ム
を

次

々

に
打

ち

破

っ
て
、
共

に
決

勝

戦

で
相

ま

み
え

る
。

地

元
観

客
待

望

の
決

勝
戦

。

先

鋒
戦

。
中
量
級

の
盛

岡
少
年

刑
務

所

の
佐
藤

は
、

体

重

差

３７
唯

差

の
岩

手

県

警

察

の
畠

山

と

組

み
合

わ

ず

、

２‐
秒

に
指

導

１
を

受

け

る
。

そ

の
後

も

佐

藤

は
、
左

組

み

か

ら
前

に

圧

力

を

掛

け

る
畠

山

に
押

さ

れ
、

守

勢

を

続

け

て

１
分

３６

秒

指

導

２
。

そ

の
後

、

佐

藤

は

低

い
右

背

負

投

で
反
撃

を

試

み

る
が
畠

山

に
簡

単

に
潰

さ

れ

る
。

猶

も

守

勢

の
佐

藤

に

２
分

２‐
秒

指

導

３
。

続

く

２

分

５９
秒

に

は
、

佐

藤

は
右

背

負

投

か

ら

戻

る

と

こ

ろ
を
畠

山

に
合

さ

れ

て
有

効

を

奪

わ

れ

る
。

そ

の
後

も

畠

山

は

押

し

ま

く

る

が

、

佐

藤

も

終

盤

は
左

一
本

背

負

投

で
応

じ

て
時

間
。

岩

手

県

警

察

が
先

取
点

を

上
げ

る
。

次
鋒

戦

。

開
始

１９
秒

、
身

長

で
大

き
く

上
回

る

盛

岡

少

年

刑

務

所

の
豊

田

が

低

い
右

背

負

投

げ

で
し

ゃ
が

み
、

元

の
体

勢

に
一民
る
瞬

間

を

、

岩

手

県

警

察

の
小

兵

西

城

が
左

大

外

刈

で
押

し
込

め

ば

、

豊

田

は

宣
ハ後

ろ

に
倒

れ

て

一
本

。

岩

手

県

警

察

が

た

ち

ま

ち

２
点

を

リ

ー

ド

し

て
王

手

を
掛

け

る
。

中

堅

戦

は
、

共

に
右

組

み

な

が

ら

自

分

の
組

手

を

求

め

て
激

し

い
攻

防

が

続

く
。

盛

岡

少

年

刑

務

所

の
法

領

田

は
、

右

背

負

投

、

巴

投

と

手

数

多

く

、

岩

手

県

警

察

菅

原

は

低

い
右

背

負

投

で
あ

わ

や
と

思

わ

せ

る
も

、

法

領

田

は

よ

く

堪

え

る
。
結
局

、
共

に
決
定
打

無
く

引
分

。

副
将

戦

は
左

組

み

の
盛

岡
少
年

刑
務
所

三
浦

と

右
組

み

の
岩
手

県
警

本
波

と

の
対

戦
。

三
浦

は
体

格

で

一
回
り
劣

る
も

、
積
極

的

に
前

に
出

て
、
組

ま

な

い
本

波

に

４７
秒

と

１
分

Ｈ
秒

に
指
導

。
そ

の

後

は
両
者
左
右

の
内

股
を
交

互

に
掛

け
合
う
展

開
。
こ
う
し
て
三
浦
リ
ー
ド
で
迎
え
た
２
分
４７
秒
、

三
浦

は
場
外
際

で
左

釣
手

を
本
波

の
奥

襟

に
持

ち
替
え

る
や
、
左
内

股
を
仕
掛

け
、
場
外

に
出

た
本
波
が
こ
れ
を
堪
え

る
と

こ
ろ
を
、
体
を
捨

て
、

畳

に
着

い
た
状
態

か
ら
右
引
手

を
引
き
付

け

て

本
波
を
横

転

さ
せ

て
技
あ
り
を
奪
う
。
以
降

は

本
波

の
逆
襲

が
始
ま
り
、
体
格
差
を

利
し

て
右

内

股
を
連
発

す

る
が
、

三
浦

は
よ
く

し

の

い
で

時
間
。
盛
岡
少
年
刑
務
所
が

一
矢
報

い
る
。

大

将
戦
。

こ
こ
ま

で

の
４
試
合
を

オ

ー

ル

一

本
勝

の
岩
手

県
警
察

の
巨
漠
橋
本

が
体
格
を
生

か
し

て
、
左

組

み
か
ら
盛
岡
少
年
刑
務
所

の
右

組

み
菅
原

の
奥
襟
を
掴

ん
で
前

に
出
、
左
払
腰
、

大
外
刈

で
攻

め

る
。
守
勢
を
余
儀

な
く

さ
れ
た

菅
原

に
、

１
分

８
秒
、

２
分

Ｈ
秒
、

２
分
４‐
秒
、

立

て
続

け

に
指
導

が
与
え

ら

れ
、
菅

原
は
た
ち

ま
ち
絶
対
絶
命

の
危

機

に
陥

る
。
試
合
終
盤

に

入

っ
て
も

同
じ
展
開

が
続
く

が
、
菅

原
は
何

と

か
持

ち

こ
た
え

て
ブ
ザ

ー
。
橋
本

は

一
本
を
奪

えゝ
赤
な
い
も

の
の
山石
羊

ｒ
占
県
塾
三
塞
律
優
陳
匪
の
一ユ
符
４
有
力
４

演
じ
て
、
大
会
初
日
の
幕
を
引
く
。

勝〕【決

男 子 第 三 部 成 績 表

優 勝 岩 手 県 警 察  第 3位 セ ン コ ー

準優鴎  盛 岡 少 年 刑 務 所 第 3位  アーバンセキュリテイ

ベ ス ト8のチ ーム は次年 度第二部 に昇格 す る

盛 岡 少 年 刑 務 所  1-3 岩 手 県 警 察

佐 藤 文 建 3段 指 導 3 畠 山  謙 3段○

豊田圭一郎 3段 内般すかし 西 城 友 幸 3段○

法領田康幸 4段
―

菅 原 洋 - 5段
○三 浦 哲 也 3段 技  有 本 波 邦 盛 4段

菅 原 義 景 5段 指 導 3 橋 本 憲 宗 4段○

郡 山 市 柔 道 会

日 光 警 備

米 田柔整 専 門学校

盛 岡 少 年 刑 務 所

セン トラル警備保障

都市大学付属柔道クラブ

ALSOK群 馬綜合方―ドシステム

新 日本 製銭名古 屋

濱  田  重  工

山 形 刑 務 所 B

ひらた整骨院クラブ

ク ラ レ 岡 山

バ  ー  ク  24
セ コ ム 上 信 越 B

ミ  ナ  ミ  A
フラス ター柔道 部

京都 医健専 門学校

山 形 市 役 所

ア イ シ ン

藤 野 整 形 外 科

アーバンセキュリティ

ALSOK秋 田

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

京 葉 ガ ス

福 島 市 役 所

九   電   工

セ コ ム 上 信 越 A

衆 議 院 柔 道 部

ミ  ナ  ミ  B
岩 手 県 警 察

東 日本旅客鉄道 A

甲 府 刑 務 所

建 装 工 業

ALSOK岩 手

河 内 厚 生 会

関 西 医 療 学 園

セ ン コ ー

IHI相 馬 柔 道 部

新 日 本 製 鐵 君 津

」     F     E

羽田タートルサービス

新 日 本 製 鐵 大 分

KlK spOrts
NEXCO柔 道クラブ

ミ  ナ  ミ  C
サ ン ケ イ 商 会

大 阪 ガ ス

ズ   ノ

形 刑 務 所 A

日 本  生

東北大学柔道クラブ

東 日本 旅 客鉄道 B

男子第三部優勝 岩手県警察チーム



コ
マ
ツ
が
他
を
寄
せ
付
け
な
い
強
さ
で
王
座
を
奪
還

コ
マ
ツ
の
新
人
大
野
は
２
戦
２
勝
、

大
車
輪
の
活
躍

女

子

第

一
部

は

今

年

も

３

チ

ー

ム

に

よ

る

巴

戦

。

ロ

ン

ド

ン

オ

リ

ン
ピ

ツ
ク

代

表

の

３

選

手

は

大

会

に

エ

ン

ト

リ

ー

す

る

も

、

２

か

月

後

の

本

番

を

控

え

全

員

補

欠

に

回

る

。

そ

の
穴

を

ベ

テ

ラ

ン
、

新

鋭

選

手

が

補

い
、

選

手

層

の
厚

み

を

誇

る

日

本

女

子

柔

道

の
今

を

象

徴

す

る

戦

い
を

繰

り

広

げ

た

。

第

―

試

合

　

自

衛

隊

体

育

学

校

対

コ

マ

ツ

先

鋒

現

。

共

に

右

組

み

。

序

盤

は

自

衛

隊

体

育

学

校

の
藤

田

が

低

い
背

負

投

、

立

ち

背

負

投

で
盛

ん

に

攻

撃

す

る

も

、

２

分

丁

度

に

、

コ

マ

ツ

石

川

は

藤

田

が

下

が

る

と

こ

ろ

を

、

奥

襟

を

掴

ん

で

前

に

出

な

が

ら

大

内

刈

で

鋭

く

刈

り

込

ん

で

一
本

勝

を

奪

う

。

次

鋒

戦

。

５７

蛇

級

シ

エ
ア

強

化

選

手

の

両

者

、

左

右

の
組

手

争

い
に

よ

り

引

手

を

握

れ

ぬ

ま

ま

技

を

繰

り

出

す

も

効

果

な

し

。

終

盤

ま

で

は

自

衛

隊

体

育

学

校

の
平

井

が

攻

勢

に

出

て

、

コ

マ

ツ
宇

高

か

ら

指

導

と

を

奪

う

。

し

か

し

、

宇

高

は

終

盤

に

な

り

攻

勢

に

転

じ

る

。

し

か

し

そ

れ

ま

で
。

中

堅

戦

。

１

ク

ラ

ス

軽

い

コ

マ

ツ
谷

本

は

、

自

衛

隊

体

育

学

校

の
図

原

に

終

始

攻

め

ら

れ

る

。

中

盤

に

有

効

を

奪

つ
た

囲

原

の
勝

利

と

思

え

た

残

り

４

秒

前

、

谷

本

は

左

袖

釣

込

腰

か

ら

、

右

の
片

襟

背

負

投

に

素

早

く

反

転

し

て

回

原

を

崩

し

た

後

、

い

ち

早

く

立

ち

上

が

っ
て

、

体

勢

の
崩

れ

た

囲

原

を

押

し

込

ん

で
技

あ

り

を

奪

い
、
逆

転

す

る

。

副

将

戦

。

コ

マ

ツ

の
新

人

大

野

は

、

試

合

開

始

早

々

か

ら

勢

い
込

ん

で
自

衛

隊

体

育

学

校

定

形

に

襲

い
掛

か

る

。

右

引

手

を

握

る

や

否

や

左

内

股

を

仕

掛

け

、

思

わ

ず

伏

せ

た

定

形

を

力

強

く

裏

返

し

て

３８

秒

抑

え

込

み

。

直

ち

に

袈

裟

固

に

し

っ
か

り

固

め

て

電

光

石

火

の

一
本

勝

。

こ

こ

で

勝

利

確

定

と

な

リ

コ

マ

ツ

が

昨

年

の

雪

辱

を

果

た

す

。

大

将

戦

。

上

背

で

大

き

く

上

回

る

コ

マ

ツ
岡

村

は

、

自

衛

隊

体

育

学

校

の
池

田

か

ら

中

盤

過

ぎ

に

右

小

内

刈

で

有

効

を

奪

わ

れ

、

追

う

立

場

と

な

る

が

、

教

拗

に

奥

襟

を

取

り

に

行

き

、

残

り

２６

秒

に

左

大

内

刈

、

同

１９

秒

に

小

外

掛

と

連

続

で

有

効

を

奪

っ
て
逆

転

勝

。

終

わ

っ
て

み

れ

ば

大

差

で

コ

マ

ツ

の
勝

利

。

第

２

試

合

　

コ

マ

ツ

対

〓
一井

住

友

海

上

火

災

保

険

先

鋒

戦

。

三

井

住

友

海

上

塩

瀬

は

、

コ

マ
ツ

の
石

川

と

ほ

ぼ

互

角

の
戦

い
を

続

け

る

中

、

終

盤

の

４

分

２
秒

に
組

み
際

の
右

一
本

背

負

投

か

ら

右

足

で
石

川

の
右

大

腿

の
辺

り

を

払

っ
て
転

が

し

て
有

効

を

奪

う

。

三

井

住

友

海

上

が

先

制

。

次

鋒

戦

。

序

盤

、

組

手

争

い
に
終

始

し

た

コ

マ
ツ
宇

高

は

、

１

分

を

過

ぎ

る

辺

り

か

ら

組

手

を

支

配

し

始

め

る

や

、

攻

勢

に
出

て
三

井

住

友

海

上

上

村

か

ら

指

導

３

を

奪

い
、

コ

マ
ツ
が

逆

転

す

る

。

中

堅

戦

。

左

右

の
ケ

ン
カ
組

手

の
両

者

、

引

手

を

求

め

て
半

身

の
構

え

か

ら

攻

撃

の
機

会

を

窺

う

。

時

間

の
経

過

と

共

に
次

第

に

コ

マ
ツ
谷

本

が

右

背

負

投

、

右

内

股

、

左

一
本

背

負

投

等

多

彩

な

技

で

攻

勢

と

な

り

、

指

導

１
を

奪

う

。

し

か

し

、

三

井

住

友

海

上

阿

部

も

左

内

股

で
応

戦

し

、

引

分

け

る

。

副

将

戦

。

同

じ

左

組

手

の
三

井

住

友

海

上

新

井

に
奥

襟

を

封

じ

ら

れ

、

攻

め

あ

ぐ

ね

て

い
た

コ

マ
ツ
大

野

は

、

中

盤

過

ぎ

、

新

井

が
左

払

腰

に

入

っ
て
戻

る

Ｌ

こ

ろ

を

、

左

一
本

背

負

投

で
攻

め

、

体

が

崩

れ

た

新

井

を

そ

の
ま

ま

巻

込

ん

で
横

転

さ

せ

技

あ

り

を

奪

う

。

大

将

戦

。

長

身

の

コ

マ
ツ
岡

村

は

、

開

始

２９

秒

に

三

井

住

友

海

上

の
新

人

稲

森

が

場

外

付

近

で
無

造

作

に
右

内

股

に

来

る

と

こ

ろ
を

、

深

い
股

間

の
中

で
透

か

し

て
技

あ

り

を

奪

う

。

続

く

１

分

２０

秒

に
も

、
今

度

は

試

合

場

中

央

で
右

内

股

を

同

様

に
透

か

し

て
合

せ

技

一
本

。

第

３

試

合

　

自

衛

隊

体

育

学

校

対

三

井

住

友

海

上

束

災

保

険

先

鋒

戦

。

共

に

左

組

み

、

同

じ

体

型

の

両

者

の

戦

い
。

試

合

は

自

衛

隊

体

育

学

校

平

井

の
攻

勢

で

始

ま

る

。

序

盤

に

指

導

１

を

奪

つ
た

平

井

は

、

１

分

１５

秒

右

小

内

刈

か

ら

踵

返

で

三

井

住

友

海

上

塩

瀬

を

倒

し

て
有

効

を

奪

う

。

そ

の
後

も

有

利

に

試

合

を

進

め

て

優

勢

勝

。

次

鋒

戦

。

同

じ

階

級

の

両

者

、

右

組

み

の
自

衛

隊

体

育

学

校

藤

田

が

主

導

権

を

握

っ
て
、
右

の
内

股

、

背

負

投

、

大

外

刈

、

払

腰

で
、

左

組

み

の

三

井

住

友

海

上

上

村

を

攻

め

、

１

分

１２

秒

に

指

導

１

を

奪

う

。

藤

田

は

そ

の
後

も

攻

勢

に

進

め

、

残

り

１０

秒

、

右

小

内

刈

を

上

村

が

左

内

股

で
応

じ

た

と

こ

ろ
を

、

透

か

し

て
横

転

さ

せ

有

効

を

奪

う

。

中

堅

戦

。

同

年

齢

、

体

格

も

ほ

ぼ

同

じ

、

左

右

の
ケ

ン
カ
組

手

の
両

者

の
対

戦

は

、

序

盤

は

互

角

に

戦

う

も

、

徐

々

に

三

井

住

友

海

上

の

阿

部

が

攻

勢

を

強

め

、

自

衛

隊

体

育

学

校

磯

辺

に

２

分

に

指

導

１
。

中

盤

以

降

は

更

に

阿

部

は

激

し

い

左

内

股

の
攻

撃

が

続

き

、

４

分

１２

秒

に

指

導

２

を

奪

う

。

三

井

住

友

海

上

が

１
点

奪

い
返

す

。
副

将

戦

。

ナ

シ

ョ
ナ

ル
チ

ー

ム
強

化

選

手

の
自

衛

隊

体

育

学

校

囲

原

に
、

三

井

住

友

海

上

の
高

一牛
新

人

新

井

が

挑

む

。

歴

戦

の
回

原

は

開

始

早

々
よ

り

勢

い
込

ん

で
新

井

を

攻

め

、

３‐
秒

に
指

導

１
を

奪

う

。

そ

の
後

、

若

い
新

井

は

左

の
内

股

、

足

技

で
攻

め

る
も

、

攻

め

所

を

押

さ

え

た

囲

原

の
組

み

際

の
右

内

股

で

の
攻

撃

に

防

御

姿

勢

を

余

儀

な

く

さ

れ

る

。

そ

の
都

度

の

１

分

４

秒

、

４
分

硝
秒

、
指

導

を

与

え

ら

れ

指

導

３
を

失

う

。

大

将

戦

。

自

衛

隊

体

育

学

校

池

田

は

、

体

重

で

冊

地

近

く

上

回

る

三

井

住

友

海

上

の
稲

森

を

攻

め

あ

ぐ

ね

る

。

対

す

る
稲

森

も

ケ

ン
カ
組

手

の
池

田

の
右

袖

を

奪

え

ず

、

両

襟

を

持

っ
て

の
右

内

股

も

池

田

に

受

け
流

さ
れ
る
。
池

田

の
散

発

の
左
体

落

も
効

無

し
。

と

こ
ろ
が
、
両
者

互
角

で
迎
え

た
中
盤

の
２
分

艶
秒

、

稲

森

が
思

い
切

っ
て
右

内

股

に
入

る
と

、
池

田

の
股

間
を
外

れ

て
自

爆

。
池

田
絶

妙

な
内

股

す

か
し

で

一

本

勝
を
奪
う

。

■

優

勝

コ
メ

ン

ト

尋

ツ
監
督

松

岡

義

之

昨

年

は

、
５
連

覇

と

で

，
記

録

更

新

を

懸

け

臨

ん

だ

大

会

に

お

い
て

、
あ

と

一
歩

の
と

こ

ろ

で

優

勝

を

逃

し

、
団

体

戦

と

い
う

チ

ー

ム
戦

に

課

題

を

残

し

た

。

今

年

は

、
選

手

一
人

一
人

が

し

っ
か

り

自

分

の
役

割

を

果

た

し

、
欅

を

繁

げ

て

い

っ
た

こ
と

で
両

チ

ー

ム
に
圧

勝

し

、
優

勝

す

る

こ
と

が

で
き

た

。
自

分

を

信

じ

仲

間

を

信

じ

て
今

ま

で

や

っ
て
き

た

こ
と

を

出

し

切

り

、

最

後

ま

で
攻

め

の
姿

勢

を

貫

い
た

こ
と

が

勝

因

と

言

え

る
。

ま

た

、
今

大

会

で

は

復

興

支

援

大

会

と

し

て
地

元

の
方

々

が

た

く

さ

ん
応

援

に

　

　

表

脚那腰伊
鞘
厳。
瞬

冊即継中きつり脚加期　　↓

も

チ

ー

ム

ヘ
の
追

い

風

と

な

っ
た

。

今

後

も

連

覇

を

重

ね

ら

れ

る

よ

う

、

更

な

る

チ

ー

ム
カ

の

ア

ッ
プ

を

図

り

た

い
。

〔主な対戦結果】

自衛 隊体 育 学 校  O-4 コ   マ   ツ

藤 田 康 恵 2段 大 外 刈 石

'II 
慈 3段○

平 井  希 2段

―

宇 高 菜 絵 3段

國 原 頼 子 3段 技  有 谷 本 育 実 3段○

定 形 美 希 3段 袈 裟 国 大 野 陽 子 3段O

池田ひとみ 3段 有  効 岡 村 智 美 3段○

コ   マ   ツ  3-1
石 川  慈 3段 有  効

○宇 高 菜 絵 3段 指 導 3

谷 本 育 実 3段

―○大 野 陽 子 3段 技  有

O岡 村 智 美 3段 合 せ 技

○平 井  希 2段 有

Θ藤 田康 恵 2段 有

三井住友海上火災保険

塩 瀬 絢 子 3段○

上 村 凛 歩 3段

阿 部 香 菜 2段

新 井 千 鶴 2段

稲 森 奈 見 初段

自衛 隊体 育 学 校  4-1 三井住友海上火災保険

効 塩 瀬 絢 子 3段

効 上 村 凛 歩 3段

磯 辺 友 里 2段 指 導 2 阿 部 香 菜 2段○

○國 原 頼 子 3段 指 導 3 新 井 千 鶴 2段

○池田ひとみ 3段 内般すかし 稲 森 奈 見 初段

女子第一部優勝 コマツチーム

定形 袈裟固 大野○

自衛隊lI吉学腹 三井住友海上 勝  負 順  位

白缶厳体育学陵
○ 1勝 1敗 準優勝

O ○ 2勝 O敗 優  勝

井L友海上 0勝 2敗 第 3位



西
日
本
勢
の
決
勝
戦
を
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
が

制
し
、
嬉
し
い
初
優
勝

今
年
創
部
の
Ｊ
Ｒ
九
州
は
初
陣
を
堂
々
の

準
優
勝
で
飾
る

女

子
第

二
部

は
、

３
連

覇

中

の

フ
ォ
ー
リ

ー

フ

ジ

ヤ
パ

ン
が
欠

場

し
、
本
命

不
在

の
中
を
抜

け
出

し
た
西

日
本

勢

の
日
本

エ
ー

ス
サ
ポ

ー
ト
と
今

年

創

部

の
Ｊ

Ｒ
九

州

の
両

チ

ー

ム
が
共

に
初

優

勝

を

賭

け

て
決

勝
戦

で
対

戦
。
今

年

５
月

の
第

５２
回
西

日
本
実
業

柔
道

団
体

対

抗
大

会

優
勝

の
Ｊ

Ｒ
九

州

が
返

り

討

ち

を

果

た
す

か
、　
一
敗

地

に
ま

み
れ
た

日
本

エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト

の
雪
辱
な
る
か
、
興
味
深

い

一
戦
と
な

っ
た
。

先

鋒

戦

は
、
共

に
左

組

み
か
ら
激

し
く
動

き

回

る
。
組

み
際

に
日
本

エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト

の
広
村
は
左

右

の
担
ぎ
投
を
、
対
す

る
Ｊ

Ｒ
九
州

の
古
田
は
左
払

腰
、
左
背
負
投
、
右

一
本
背
負
投

で
、
共

に
左
右

の

技

を
駆

使

し
合

う

展

開
。
し
か
し
、
両
者

共

に
崩

し
が
不
十

分

で
相

手

を
脅

か
す

に
至

ら
ず

。
た
ち

ま
ち
時
間
と
な

っ
て
引
分
け
る
①

中

堅
戦
。
共

に

７０
ｋｇ
級

の
気

鋭

の
新

人
①
長
身

の
両
者
、
序

盤

は
互

い
に
奥

襟

を
狙
う

も

、
容

易

に
こ
れ
を

呆

た

せ
ず

。
中
盤

に
入

る
と
、
Ｊ

Ｒ
九

州

の
野
関

は
徐

々
に
力
負

け

し
不
利

な
組

手

を
余

儀

な
く

さ
れ

る
も

、
不
十

分

な
体

勢

か
ら
強

引

な

大

外

刈

を
仕

掛

け

て
日
本

エ
ー

ス
サ
ポ

ー
ト

の
相

馬

を
脅

か
す
。

し
か

し
、
徐

々
に
野
関

は
相
手

の

圧
力

に
屈

し
始

め

て
守

勢

と
な
り

、
続

け

で
指

導

２
を
受

け

る
。
と

こ
ろ
が
、

野

関

は
終

盤

に
な

っ

て
も
積

極

的

に
技

を

繰
り

出

し
、
残

り

１５
秒

、
疲

れ

の
見

え

た
相

馬

に
指
導

１
。
猶

も

ポ
イ

ン
ト

リ

ー
ド
を

許

す

野
関

は
不
屈

の
闘

志
を

見

せ
、
残

り

１０
秒

を

切

っ
て
右

小

外

刈

で
有

効

を
奪

い
、
遂

に

タ
イ

に
持

ち
込

む
。
最

後

ま

で
技

を

繰
り

出

し
た

野
関

の
執
念

の
引
分
け
。

大

将

戦
。
左

右

の
ケ

ン
カ
組
手

。
体

重

で
１２
蛇

多

い
日
本

エ
ー

ス
サ
ポ

ー
ト

の
石

川

は
体

力

に
も

の
を
言

わ

せ

て
右

か
ら
奥

襟
を

掴

み
、
Ｊ

Ｒ
九

州

の
只
野
を
左
前

へ
振
り
回
す
。
只
野
は
こ
れ
を
難
な

く
さ
ば
き
、
得
意

の
体
落

で
堂

々
応
戦
す

る
も
、
体

重
差
を
利
し
、
前

に
出
、
あ
る

い
は
上
か
ら
圧
力
を

掛
け
る
石
川

の
前

に
印
象

が
劣
り
、
１
分

弼
秒
と
２

分

１０
秒

に
指
導
を
受
け

る
。
終
盤
、
只
野
は
こ
の
劣

勢
を
挽

回
す

べ
く
、
体
落
を
連
発
す

る
が
今

一
歩
石

川

の
堅

い
守
り
を
崩
す

に
至
ら
ず
。
只
野
は
残
り

３９

秒

で
指
導

１
を
奪

い
返
す
も
時
間
不
足
。
空
し
く
ブ

ザ

ー
が
響
き
万
事
休
す
。
日
本

エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
が

死
闘
を
制
し
て
嬉

し

い
初
優
勝
を
遂
げ

る
。

■
優
勝
コ
メ
ン
ト

日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
監
督
　
一宣
岐

知
か
則

本

大

会

の
女

子

二
部

で
初

優

勝

出

来

た
こ
と
は
、

本
当

に
痛

し
く

思

っ
て
お
り
ま
す

。

ｌ
回

戦

で
相

馬

が
左

肩

を
負

傷

し
厳

し
い
状

況

で
し
た
が
、
選
手

一人

一人
が
自

分
の
役

割

を
き

っ
ち

り
す

る
こ
と
が
出

来
た
の
で
、
２
回
戦
か
ら
決

勝
ま

で
の
接

戦
を
制

す

る
こ
と
が
出

来
た
と
思

い
ま
す
。

本
大
会

で
は
、
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
実
力

不
足
で
す

の
で
来
年
も
慢

心
す

る
こ

と
な
く
初
心
を
忘
れ
ず
顔
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最

後

に
な
り

ま

し
た
が
、

柔

道

部

員

の
活

動

に

ご
協

力

ふ
」
支
援

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
職

場
の
方

々

の
お
陰

だ

と

思

っ
て
お
り

ま

す

。

心

よ
り

感

謝

申

し
上
げ
ま
す

。

女 子 第 二 部 成 績 表

優  「券 日本エースサポート  第 3イ立 」R東日本女子柔道部

準 優 鵬  」 R  九 第 3位 丸

女子劣二部優勝 日本エースサポー トチーム

〔準 決 勝〕
日本エースサポー ト 2-1 」R東日本女子柔道部

○広 村 麻 衣 2段 指 導 2 上 原  円 3段

本目馬 奈 穂 2段 反 貝J勝 大 住 有 力日3段○

○石川笑美子 3段 内 股 返 白石のどか 3段

」R  九  州 2-H 丸      順

○古 田 恵 莉 2段 上四方固 東  美 穂 初段

O野 関 晴 菜 2段 縦四方固 松 井 陽 子 3段

只野真利枝 3段 合 せ 技 石 山 麻 弥 2段○

〔決   勝〕
日本エースサポー ト 1-O 」R  九   州

広 村 麻 衣 2段

―

古 田 恵 莉 2段

相 馬 奈 穂 2段

―

野 関 晴 菜 2段

○石川笑美子 3段 指 導 2 只野真利枝 3段

仙合大学柔道クラブ

日 光 警 備

日本エースサポート

北関東綜合警備保障

京都医健専門学校

」R東 日本女子柔道部

日 本 生 命

ヤックスケアサービス

K,K spo「 ts

秋 田女子柔道 会

」R  九  州

米田柔整専門学校

立 川 拘 置 所

丸      順

ヱ r_ J_′r
O石川 指導2 只野

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

日本エースサポート



第
６２
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

６
月
２
日
（土
）
１９
時
よ
リ
ホ
テ
ル
シ
テ
イ
プ
ラ
ザ
北
上

「銀
河
の
問
」
に
お
い
て
、
第
磁
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体

対
抗
大
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

当
夜
は
（公
町
）全
日
本
柔
道
連
盟
の
上
村
春
樹
会
長
始

め
、
多
数
の
ご
来
賓
、
大
会
役
員
、
競
技
役
員
、
並
び
に

地
元
関
係
団
体
代
表
者
な
ど
総
勢
１
３
０
余
名
の
参
加
が

あ
り
、
歓
迎
ム
ー
ド
漂
う
中
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
挙
行
さ
れ
た
。

式
典
は
宗
岡
正
二
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
る
。
会
長
は

東
北
地
方
を
中
心
に
襲

っ
た
大
震
災
の
お
見
舞
い
と

一
日

も
早
い
復
旧
、
復
興
祈
念
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ら
れ
た

後
、
本
大
会
開
催
に
尽
力
さ
れ
た
地
元
関
係
各
位
へ
の
謝

意
を
表
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
実
業
柔
道
の
本
旨
で
あ
る

柔
道
を
通
じ
て
立
派
な
社
会
人
を
養
成
す
る
こ
と
の
意
義

を
語
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
岩
手
県
柔
道
連
盟
千
葉

翠
会
長
の
歓
迎
の

ご
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
昨
年
の
第
６‐
回
大
会
の
開
催
地

愛
媛
県
を
代
表
し
て
（財
）愛
媛
県
柔
道
協
会
の
河
野
賢
嗣

理
事
長
に
宗
岡
会
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

た
。
そ
し
て
村
井

温
連
盟
副
会
長
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯

で
祝
宴
に
入
っ
た
。

宴
が
始
ま
る
と
、
岩
手
県
の
山
海
の
し
味
と
地
酒
が
振

る
舞
わ
れ
、
次
第
に
会
場
は
和
気
謁
々
の
親
睦
ム
ー
ド
に

染
ま
る
。
酔
い
が
回
る
頃
に
は
至
る
所
で
全
国
各
地
の
お

国
言
葉
が
飛
び
交
い
始
め
る
。
宴
も
最
高
潮
に
達
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
つ
て
、
司
会
者
が
次
年
度
開
催
地
の

岡
山
県
柔
道
連
盟
内
野
幸
重
会
長
を
紹
介
。
内
野
会
長
は

岡
山
が
古
来
よ
り
尚
武
の
地
で
あ
る
こ
と
を
披
露
さ
れ
、

大
会
を
機
に
昔
日
の
隆
墓
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
、
併
せ
て
次
期
大
会
に
向
け
た
強
い
決
意
を
表
明
。
締

め
く
く
り
に

「晴
れ
の
国
岡
山
」
へ
欲
迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
宴
も
お
開
き
の
刻
を
迎
え
、
本
大
会

の
開
催
準
備
を
担
わ
れ
た
北
上
市
柔
道
協
会
佐
藤
良
夫
会

長
が
登
壇
。
佐
藤
会
長
は
万
歳
三
唱
に
先
立
ち
、
本
大
会

開
催
の
喜
び
と
感
謝
、
そ
し
て
復
興
へ
向
け
た
決
意
を
熱

く
語
ら
れ
た
。
万
歳
三
唱
の
後
も
テ
ー
ブ
ル
の
こ
こ
か
し

こ
で
名
残
の
小
宴
が
続
き
、
第
６２
回
大
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
は
、
宴
の
後
の
余
韻
を
と
ど
め
つ
つ
次
第
に
そ
の
幕

を
降
ろ
し
た
。

第
６２
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会

少

年

柔

道

教

室

開

催

第
６２
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
の
閉
会
式

終
了
後
の
６
月
３
日
（日
）
午
後
３
時
１５
分
か
ら
少
年
柔

道
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
大
会
連
続
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
上
野
雅
恵
選
手
（現
三
井
住
友
海
上
コ
ー

チ
）
を
始
め
当
連
盟
所
属
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
世
界
選
手

権
大
会
メ
ダ
リ
ス
ト
ー４
名
が
、
岩
手
県
及
び
近
隣
県
か
ら

参
加
し
た
１
８
０
名
の
少
年
少
女
達
に
約
１
時
間
の
指

導
を
行

っ
た
。

全
体
進
行
を
１
９
９
６
年
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

７．
ｋｇ
級
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
の
中
村
兼
三
全
柔
連
強
化

コ
ー
チ
（旭
化
成
）が
担
当
。
準
備
体
操
の
後
、
中
村
コ
ー
チ

指
名
の
メ
ダ
リ
ス
ト
が
得
意
技
を
披
露
。
続
い
て
、
希
望
す

る
少
年
数
人
が
、
メ
ダ
リ
ス
ト
を
指
名
し
自
分
の
得
意
技
を

見
て
も
ら
い
、
そ
の
メ
ダ
リ
ス
ト
が
マ
イ
ク
を
も
っ
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
た
後
、
全
体
に
散
開
し
て
個
々
に
指
導
。

そ
の
後
、
メ
ダ
リ
ス
ト
を
元
立
ち
と
す
る
乱
取
。
少
年

達
が
小
さ
い
順
に
１
分
交
替
で
、
全
員
が
メ
ダ
リ
ス
ト
と

乱
取
り
す
る
経
験
を
し
た
。

最
後
に
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
代
表
選
手
の
紹
介
と
と
も
に
各

選
手
が
抱
負
を
述
べ
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
挙
手
し
た
少

年
達
が
メ
ダ
リ
ス

ト
を
指
名
し
て
い

ろ
い
ろ
な
質
問
を

浴
び
せ
る
と
、
メ

ダ
リ
ス
ト
も
笑
顔

雑
　
で
答
え
、
会
場
は

り
　
爆
笑
が
渦
巻
い
た
。

紗
　
中
村
コ
ー
チ
も
ユ

盲バ　
ー
モ
ア
を
交
え
て

司
会
し
、
少
年
達

に
と

っ
て
は
思
い

出
に
残
る
楽
し
い

一
刻
と
な

っ
た
。

第6回東アジア柔道選手権大会 結果報告 (炒卜派遣事業)

平成24年 度の海外派遣事業として、 5月 19・ 20日 韓国・コチヤン

において開催 された第 6回東アジア柔道選手権大会に団長以下18名

の日本選手団を派遣した。参加回は8ケ 国、出場選手は96名 (男子48名 、

女子48名 )であつた。

<役員>

「定
時
総
会
」
開
催
さ
れ
る

第
５‐
回
定
時
総
会
及
び
平
成
２４
年
度
理
事
会
は
、
平
成
２４
年

６
月
１
日
（金
）午
後
４
時
３０
分
か
ら
北
上
市
の
ホ
テ
ル
シ
テ
イ
プ

ラ
ザ
北
上

「銀
河
の
間
」
に
て
開
催
さ
れ
た
。
総
会
は
２
１
８
社

の
加
盟
企
業
中
、
１
５
４
社
の
出
席
（委
任
状
提
出
分
含
む
）、
理
事

会
は
関
名
の
定
足
数
全
員
（委
任
状
提
出
分
含
む
）
の
出
席
に
よ
り

成
立
。
議
長
に
は
水
永
正
憲
理
事
長
が
選
出
さ
れ
、
第
１
号
議
案

か
ら
第
５
号
議
案
に
つ
い
て
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第

１
号
議
案

平
成

２３
年
度
事
業
報
告
承
認

の
件

第
２
口重
戯
柔
平
成
２３
年
度
収
入
支
出
決
算
承
認
の
件

第
３
号
議
案
平
成
２４
年
度
事
業
計
画
承
認
の
件

第
４
号
議
案
平
成
２４
年
度
収
入
支
出
予
算
柔
承
認
の
件

第
５
号
議
案
平
成
２４
年
度
役
員
改
選
の
件

―
ト

少年柔道教室参加者

氏 名 会社名

団長兼審判員 諏 訪  岡」 京葉ガスい

監 督 岡 泉  茂 新日本製鐵い

コー チ (男子 ) 中 濯 真 吾 京葉ガスい

コーチ (女子 ) 山 田 利 彦 学校法人了徳寺学園

<選手 >
階  級 氏 名 会 社 名 成 候

1 00kg超級 辻  藍 太 旭化成い 3位

1 00kg級 野 田 嘉 明 旭化成l■l 3位

90kg級 花 本 隆 司 京葉ガス④ 3位

81 kg級 垣 田 恭 兵 旭化成い 3位

73kg級 赤 迫 佑 介 自衛隊体育学校 3位

66kg級 青 木 勇 介 ノヾ―グ24い 優 勝

60kg級 竪 山  岡」 鹿 情 報 教 3位

78kg超級 新田沙也加 日本エースサポー トlMl 2位

78kg級 渡 逼 美 奈 学校法人了徳寺学園 3位

70k買監及 川 上 由 貴 爛フォー リーフジャノヾン 3位

63kg級 貝沼麻衣子 」R東日本グループ 3位

57kg級 広 村 麻 衣 日本エースサポー トい 優 勝

52kg級 小 島 愛 子 自衛隊体育学校 3位

48kg級 濱 □  光 学校法人了徳寺学園 3位

国

人

行

行

発

発

○

○
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